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平成 22 年７月 29 日 

各      位 

                       会 社 名  株式会社 三條機械製作所 
                       代表者名  代表取締役社長   池田 英夫 
                       （コード番号 6437） 

                       問合せ先  取締役本社経理部長 西巻 俊雄 
                       （TEL．0256－45－3131） 

 

特別利益及び特別損失の発生並びに業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 22 年５月 17 日の決算発表時に公表いたしました平成 23 年３月期

（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正するとともに、特別利益及

び特別損失の計上が発生いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．業績予想数値の修正について 

平成 23 年３月期第２四半期累計期間連結業績予想数値の修正(平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期  

純利益 

１株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 4,702 △145 △77 3 0.20 

今回修正予想（Ｂ） 5,227 29 100 70 4.69 

増減額（Ｂ－Ａ） 525 174 177 67 － 

増減率（％） 11.2 － － － － 

（ご参考）前年同期実績 

（平成 22 年３月第２四半期） 
4,553 △168 △78 29 1.97 

 

平成 23 年３月期通期連結業績予想数値の修正(平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 9,887 △44 88 144 9.64 

今回修正予想（Ｂ） 10,156 △46 104 112 7.50 

増減額（Ｂ－Ａ） 269 △2 16 △32 － 

増減率（％） 2.7 － 18.2 △22.2 － 

（ご参考）前期実績 

（平成 22 年３月期） 
10,269 △114 42 153 10.29 
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平成 23 年３月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正(平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期  

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 4,329 △199 △122 △28 △1.87 

今回修正予想（Ｂ） 4,857 △52 51 56 3.75 

増減額（Ｂ－Ａ） 528 147 173 84 － 

増減率（％） 12.2 － － － － 

（ご参考）前年同期実績 

（平成 22 年３月第２四半期） 
4,308 △199 △98 9 0.66 

 

平成 23 年３月期通期個別業績予想数値の修正(平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 9,140 △145 7 86 5.76 

今回修正予想（Ｂ） 9,399 △173 19 79 5.29 

増減額（Ｂ－Ａ） 259 △28 12 △7 － 

増減率（％） 2.8 － 171.4 △8.1 － 

（ご参考）前期実績 

（平成 22 年３月期） 
9,661 △208 △30 86 5.76 

 

２．修正の理由 

平成 23 年３月期の第２四半期累計期間の業績予想につきましては、売上高は、鍛工品の堅調な受注

と一般機械における印刷機械の受注増により計画を上回る見込みとなりました。 

収益面では増収と経費削減の継続的な取り組みにより、営業利益、経常利益とも計画を上回る見込

みとなりました。当第１四半期において雇用調整助成金を特別利益に 50 百万円計上いたしてしており

ます。なお、雇用調整助成金につきましては第２四半期累計期間で 100 百万円、通期では 193 百万円

の特別利益の発生を見込んでおります。また、特別損失に当第１四半期より計上することになりまし

た資産除去債務に関する会計基準の適用に伴う影響額 48 百万円と環境対策引当金９百万円の合計 57

百万円を計上いたしましたが当期純利益は増益となる見込みとなりました。 

通期の業績予想につきましては、売上高は、第３四半期以降は、概ね当初の計画どおり厳しい業況

が続くものと予想しており、主力製品の鍛工品においても年度後半に需要の回復を見込んでおりまし

た二輪車用部品が一部に動きは見られるものの大きな回復は見込めず、計画を下回る見込みとなりま

した。収益面では減収の影響を受け、当初計画より若干下回る見込みとなりました。     

 

 

 

 

（注）業績の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以  上 


